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続けよう、はじめよう、愛なん食育！
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愛は南から
　町内の郵便局に勤める傍ら、「けだまよしお」の名でミュージシャンとしても活躍する國光歩

あゆみ

さん ( 御荘平城 ) が、このほど、愛南町ご当地キャラクター「なーしくん」のテーマソング『なー

しがいっぱい愛南町』を完成させました。

　愛南町の方言である「なーし」が随所に盛り込まれた、あたたかく、どこか懐かしい歌詞。け

だまよしおさんは、「愛南町は何もないところだねとよくいわれるけど、“何もなくていいじゃ

ん、愛南町っていいところだよ”と伝えたい。愛南町に愛着を持ってもらえれば」と歌詞に込

めた気持ちを話してくれました。

町長の行動
4 月
16 日 愛南町消防庁舎落成記念式典、県市町道整備促進期成同盟会監査、内外情勢調査会宇和島支部懇談会
　　 （宇和島市）
18 日 砥部焼まつり開幕式（砥部町）
19日 町消防団退団式・辞令交付式
21日 簡易水道協議会中四国ブロック会議（高知市）
22日 南宇和郡教育研究大会
23日 きなはいや杯クロッケー交流大会開会式、宇和海水産構想推進協議会役員会・同協議会総会
24日 行政協力員総会
26日 風力発電越田地区説明会
27日 町村会第 1回臨時総会・同会全員連絡会（松山市）
30日 行楽期の地域安全運動防犯パトロール出発式  など

　
5月
  4日 一本松少年剣道大会
  9日 八幡浜市制施行 10周年記念式典（八幡浜市）
11日 交通安全祈願祭、南宇和猟友会総会
12日 宇和島地方家畜衛生推進協議会監査、町体育協会総会
13日 愛南町いやしの郷トライアスロン大会実行委員会
14日 県建設業協会南宇和支部通常総会 
15 日 宇和島地方家畜衛生推進協議会役員会・同協議会総会（宇和島市）、（公財）くにひろ育英会理事会  など

愛南町の人口
平成 27 年 5 月 1日現在

10,720 戸世帯数 10,971 人男 12,369 人女23,340 人人口

完成した曲の CDを手に笑顔を見せる
「けだまよしお」こと國光歩さん

「おはようございます」「今日はいい天気やなーし」「おひさしぶりです」「あら元気そうやなーし」みんながだれかとつながってて大きなえがおの輪になれるうれしいなーし たのしいなーしなーしがいっぱい愛南町おいしいなーし しあわせやなーし遊びにおいでよ愛南町

「いってまいります」「おつかいかい?えらいなーし」「おじゃまいたします」「あらまあようきたなーし」やさしい気持ちがあふれていてだれでもえがおの輪になれるうれしいなーし たのしいなーしなーしがいっぱい愛南町おいしいなーし しあわせやなーし
遊びにおいでよ愛南町

なーしがいっぱい愛南町
作詞・作曲　けだまよしお
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          町内のトピックス、お知らせします。TOWNコミュ

　正木地区の篠山 (1,065m)の山頂付近で、今年もアケボノツツジが淡いピンク色の花を咲かせ、多くの

登山者の目を楽しませました。(4/20頃～4月末頃 )

　御荘平城の八幡神社で交通安全祈願祭が行われ、

5月11日から10日間実施された「春の全国交通

安全運動」期間中の町内の交通安全と、愛媛県が

掲げる「交通事故抑止“アンダー50”」の達成を

祈願しました。(5/11)

　高齢女性が

特殊詐欺被害

に遭うのを未

然に防いだと

して、愛南署

がえひめ南農

協御荘支所に

感謝状を贈りました。感謝状を受け取った農協職

員の伊井幸
さ ち こ

子さんによると、4月23日、詐欺被害

防止用のアンケートの記入にためらう高齢女性を

不審に思い警察に通報したそうで、その後の愛南

署の迅速な対応で特殊詐欺と判明、未然阻止につ

ながりました。同支所の平田伸
し ん じ

二支所長は「被害

防止に向け、積極的な声かけや職員間の連携をさ

らに強化したい」と話しました。(4/30)

　山間地域ならではの棚田が広がる山出地区の田

植え作業の風景です。同地区では、先人たちが作り

上げ残してくれた棚田をしっかりと受け継ぎ、そ

の美しい景観を守り続けています。(4月中旬 )

　4月16日、蓮乗寺の愛南町消防庁舎の運用が開

始されました。同日実施された「落成・開所式」

には関係者約50名が出席し、本町の新しい防災拠

点の完成を祝いました。
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　梅雨になり傘が手放せない季節になった。雨具の一つ
に蓑 (みの )があるが、今では昔話に登場するくらいで
ある。
　ミノウミウシの仲間は、背中にたくさんの突起があり、
蓑を背負っているように見えるのでこの名がついた。美
しい色をしているものが多く、ダイバーの人気者である。
写真のセスジミノウミウシは体長が3cm程で、背中に赤
い筋があるのが特徴である。
　ゆらゆらと華麗にゆれる突起の先には、なんと毒針が
仕込まれており、刺激を受けると即座に発射される。ま
さに高性能のミサイルだが、形もなんだか似ている。派
手な色は水中でもよく目立ち、自分が毒をもっているこ
とをアピールする警告色と考えられる。
　蓑は資料館でしか見ることができなくなったが、ミノ
ウミウシはいつまでも身近で見られるよう、愛南の海を
守っていかなければならない。
（撮影地 :横島）               愛南サンゴを守る会 西尾知

とも て る

照

本日! 海日和!!  　 「美しきレインコート」vol55

　福浦地区の一文字防波堤

で、町観光協会 ( 山下常
つ ね と み

臣

会長 ) 主催の「愛南ファミ

リー釣り大会 2015」が開催

されました。大会には県内

外の19家族 73名が参加し、

家族の交流を深めながらホ

ゴやグレなどを次々と釣り

上げました。

　順位は釣り上げた魚の3匹

の合計重量で決まり、チヌ1

匹とグレ2匹の合計重量が

2.54kgだった高知県の山下

由
ゆ か

加さんファミリーが優勝し

ました。

釣りで家族の
ふれあい

5/

3

セスジミノウミウシ

写真

6

写真

3

　砥部動物園による「移動動物園」が5月 8日に緑小

学校、15日には久良小学校を訪問しました。  

　参加した児童は、砥部動物園からやってきたウサギ

やモルモットを膝の上にのせてもらったり、恐る恐る

ヘビに触ったりするなど、普段はできない貴重な体験

を満喫したほか、動物の体の仕組みなどについて学習

しました。学習会では、飼育員の方からいろいろな動

物の心臓の大きさや、心臓の大きさによって脈拍のリ

ズムが違うことなどを学び、実際に聴診器を使用して

ウサギの心音を聴く体験では、その心音の速さに驚き

の表情を見せていました。

　児童たちは小動物との触れ合いを通して、動物の体

の仕組みだけでなく、生命の尊さも学んだようでした。

写真

4
実際に見て、触れて・・・

小さな命の大切さを学びました

5/

8、15
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　柏地区の金
か な み ね

峯神社近くの神

田で初夏恒例の「お田植え祭

り」が行われ、柏小学校の 4

～6年生の女子児童15名が可

愛らしい早乙女姿で参加しま

した。

　神社での神事を終えた早乙

女たちは、泥に足を取られな

がらも縄の印に合わせて丁寧

にもち米の苗を数本ずつ植え

ていき、途中からは男子児童

14名の手も借りて1時間余り

で3反ほどの田んぼに苗を植

え終わりました。

　もち米は9月上旬に収穫さ

れ、柏地区の敬老会や秋祭り

で使われる予定です。

早乙女姿で
お田植え祭り

5/

11

写真

5

1

2 4

「なーしくん」の
歌をお披露目 !

4/

17

写真

1

　御荘平城にお住まいの女性

アマチュアミュージシャンけ

だまよしおさん ( 本名 : 國光

歩
あ ゆ み

さん )が、愛南町ご当地キャ

ラクター「なーしくん」のイ

メージソング『なーしがいっ

ぱい愛南町』を制作し、一本

松保育所でお披露目ライブを

行いました。

　「♪うれしいなーし たのし

いなーし なーしがいっぱい愛

南町」。温もりのある歌声と歌

詞は園児たちに大変好評で、

「もう一回歌ってほしい」とア

ンコールが起こるなど、ライ

ブは大いに盛り上がりました。

　障害者の社会参加を促進し、

障害者への理解を深めて交流

の輪を広げようと、南宇和障

害者の社会参加を進める会主

催による「第20回あまなつコ

ンサート」が、社会復帰施設「平

山寮」で開催されました。

　平山寮に隣接する倉庫内の

特設ステージでは、町内外か

らの出演者がコーラスや演奏

を披露し、会場周辺では、各

種団体によるバザーなども行

われました。

障害者との
交流を広げよう

4/

25

写真

2

3

6

5
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続
け
よ
う
、
は
じ
め
よ
う
、
愛
な
ん
食
育
！

愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
Ⅱ

ー
第
2
次 

愛
南
町
食
育
推
進
計
画
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
紹
介
し
ま
す

そ
も
そ
も
「
食
育
」
と
は
?

①
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
及

び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の

②
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識
と

「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
心
も
身
体
も
「
食
」
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

第 4回愛南町食育推進大会 ( 平成 25 年度 福浦小学校にて )

　

本
町
で
は
、
愛
南
町
食
育
推
進
計
画
「
愛
な
ん
食

育
プ
ラ
ン
」
を
平
成
22
年
3
月
に
策
定
し
、
関
係
諸

団
体
と
連
携
し
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
国
や
県
が
第
2
次
食
育
推
進
計
画
を
策
定

し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
で
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
成
果
の
確
認
や
分
析
、
各
事
業
の
実
績
な
ど

の
評
価
を
行
っ
て
第
1
次
計
画
を
見
直
し
、
今
後
も

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
食
育
を
継
続
的
に
推
進
す
る

た
め
、
平
成
27
年
3
月
に
第
2
次
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
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I 基本理念
みんなで取り組む愛南の食育 !～健やかな心とからだと地域力～

楽しく!おいしく食べて、心もからだも健やかに、いきいきとした生活を送ろう!基本目標 I

Ⅱ基本目標と実践目標

実践目標①
「超世代食育」で、
人づくり、まちづくり!
★アクションプラン
① 「あいなん食の学び舎」の充実
② 訪問介護員等に対する食育講座の開催
③ 「食改おすすめレシピ集」の作成と普及
④ 「野菜 1日 350g」の推進
⑤ 「食育の日」の PR
⑥ 高齢者サロンへの協力

実践目標②
「カミカミ食育」で、むし歯・肥満・
介護予防を!
★アクションプラン
① 「カミング 30 運動」の推進
② 「あいなん歯つらつ ( 口腔 ) 体操」の普及
③ 「カミカミクッキング教室」の実施
④ 歯の健康づくりの充実
⑤ 口腔ケアに対する意識の向上

★アクションプラン
① 給食キーワードデーによる啓発
② 給食センターをもとにしたネットワーク化
③ 栄養管理研修の活性化
④ 新給食センターの積極的な活用
⑤ 伝統的な食文化の伝承
⑥ 「愛南食育ソング」の作成と活用

★アクションプラン
① 町教育委員会指定「学校を中心とした食育
　 推進事業」の推進
② 教職員 ( 町職員 ) を対象とした食育講座の 
　 実施
③ 食から生活リズムを見つめる指導の推進
④ 保育所から高校までの食育指導の充実
⑤ 保育所から高校までの発達段階に応じた
　 継続的な食育の展開
⑥ 「食べること」と「つくること」の検討

実践目標③
「給食食育」で、子どもたちの食育
力アップ!

実践目標④
「継続食育」で、幼児期から青年期
までの健康維持!

食で育む子どもの未来 生涯を元気にすごす健康な心とからだを育てよう!基本目標Ⅱ

愛南の自然の恵みに触れ、食べ、感じて、食文化を理解しよう!基本目標Ⅲ

★アクションプラン
① 「ぎょしょく教育」を核とした水産版の総合　 
　 的食育システムの推進
② 幼稚園・保育所、小中学校などでの農業　 
　 体験の提供支援
③ 農水産物を活用した調理講座の開催
④ 幼稚園・保育所、小中学校などでの「お魚
　 統一メニュー」の展開
⑤ 南宇和高校生のインターンシップ支援

実践目標⑤
「体験型食育」で、愛南の食と人を
つなごう!

★アクションプラン
① ご当地キャラクター「なーしくん」を活用
　 したPR活動の実施
② 「食と体験ツアー」や「イベント活動」の　 
　 実施
③ グリーン・ツーリズム活動による食文化の　 
　 PR と継承

実践目標⑥
「産消交流食育」で、愛南と都市を
結んで活性化!
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「食育」の言葉や意味を
知っている人の割合

現状 44.0% ⇒ 目標値 70%以上
「食育」の言葉や意味を知っている人の割合を
増やし、「食育」への関心を高め、地域全体で
の推進をめざします。

Ⅲ 評価指標
　愛南町では、地域住民と一体となって取り組む食育推進活動の成果を、総合的かつ客観的に評価す
る指標を設定しました。 ( 評価方法 : 愛南町民の食生活に関するアンケート調査 )

よく噛んで
食事をしている人の割合

現状 58.9% ⇒ 目標値 70%以上
健康な生活を送るためにも、よく噛んで食べる
人の増加をめざします。

バランスの良い食事を
摂っている人の割合

現状 54.6% ⇒ 目標値 70%以上
主食・主菜・副菜や、栄養バランスなどに配慮
し、食生活について、意識し、取り組んでいる
人の割合を増やすことをめざします。

「地産地消」の言葉や意味を
知っている人の割合

現状 70.7% ⇒ 目標値 80%以上
地域の食材・食文化に対する関心と理解を促し、
地域活性化につなげていくため、「地産地消」とい
う言葉と意味を知っている人の増加をめざします。

毎日、朝食を
食べている人の割合

現状 88.5% ⇒ 目標値 95%以上
朝食に対する意識、関心を高め、朝食を食べて
いる人の増加をめざします。

魚を好む人の割合

現状 58.9% ⇒ 目標値 80%以上
愛南町では、農業支援指導や「ぎょしょく教育」
など地域学習にも積極的に取り組んでいます。
こういった取組により魚好き、野菜好きの人の
増加をめざします。

①

②

③

④

愛
南
町
で
の
食
育
推
進
の
取
組

柑
橘
学
習
会(

写
真
①)

、
親
子
料
理
教
室(

写
真
②)

、
第
5
回
愛
南
町
食
育

推
進
大
会(

写
真
③)

、
高
校
生
の
ひ
と
り
立
ち
サ
ポ
ー
ト
教
室(

写
真
④)
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人
間
は
、
食
べ
物
を
脳
で
味
わ
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
良
い
食
事
の

条
件
は
3
つ
あ
り
ま
す
。「
誰
と
」「
何
を
」

「
ど
の
よ
う
に
」
食
べ
る
か
で
す
。
私
は
、

こ
の
3
つ
の
条
件
で
脳
が
喜
ぶ
食
事
を
摂

る
こ
と
が
、
常
に
元
気
な
脳
を
保
つ
特
効

薬
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
愛
南
町
食
育
推
進
協
議
会

で
は
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、
食
育
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
活
動
も
5
年
が
過
ぎ
、
こ
の
度
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
見
直
し
等
を
行
い
、
第
2

次
と
な
る
愛
南
町
食
育
推
進
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
を
基
に
、
継
続
的
で

効
果
的
な
「
愛
南
ら
し
い
」
食
育
活
動
を
、

関
係
者
や
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

愛南町食育推進協議会

宮田 裕
ひ ろ ゆ き

之 会長

愛南町の食育推進ネットワーク体制

みんなで取り組む愛南の食育 !～健やかな心とからだと地域力～

愛南町食育推進協議会

( 食育関連部署・団体の代表者 )

計画の進行管理、成果評価、
見直し及び政策の意思決定

愛南町食育協働部会
(産・官・学・民の食育関係者)

食育に関する企画立案、
事業展開及び分析・評価

教育分野

健康分野

産業分野

庁内での
政策・連絡調整会議
(各課所属長)

家　庭

地域住民

農林漁業者

幼稚園・
保育所・学校

各種団体保健・医療機関

商工業者・
食品関連事業者

ボランティア団体

実践
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平
成
27
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

平
成
27
年
　
第
１
回
町
議
会
臨
時
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

山下議長（左）、中野副議長（右）

 5/
     1

　
平
城
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
27

年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び
に

辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
退
団
者

の
元
副
団
長
兼
一
本
松
方
面
隊
長
の

長
尾
英ひ

で

生お

さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
り
、新

任
幹
部
に
は
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
一
堂
に
会
し
た
町
消
防
団
本
部
役

員
に
対
し
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
が
「
引

き
続
き
、
防
火
防
災
に
対
す
る
住
民

へ
の
啓
発
広
報
活
動
や
訓
練
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
要
請

し
た
ほ
か
、
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
に
よ
る

訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

平成27年度愛南町消防団本部役員
職　名 氏　名

団長 鷹　野　正
まさ

　志
し

副団長 松　岡　増
ます

　幸
ゆき

　〃 小　松　一
かず

　好
よし

内海方面隊長 高　川　一
かず

　幸
ゆき

内海副方面隊長 島　内　登
と

世
よ

樹
き

御荘方面隊長 坂　本　譲
じょう

  司
じ

御荘副方面隊長 清　家　輝
てる

　彦
ひこ

城辺方面隊長 水　本　幹
みき

　雄
お

城辺副方面隊長 木　村　俊
しゅん

  介
すけ

一本松方面隊長 保　田　和
かず

　文
ふみ

一本松副方面隊長   岡　 　　　 正
ただし

西海方面隊長 菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 福　山　弘
ひろ

　道
みち

 4/
   19

本議会の審議の結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　　　　　　　名 議決の結果等

発議第３号

承認第３号

承認第４号

第51号議案

第52号議案

同意第２号

愛南町全町民を対象にした僧都ウィンドシステム発電事業

に関する町主催による説明会の開催を求める決議

専決処分第2号の承認を求めることについて

（愛南町税条例等の一部改正）

専決処分第3号の承認を求めることについて

（愛南町国民健康保険税条例の一部改正）

愛南町介護保険条例の一部改正について

愛南町公園条例の一部改正について

愛南町監査委員の選任について

原案可決

原案承認

原案承認

原案可決

原案可決

原案同意

　
本
議
会
で
は
、申
し
合
わ
せ
任
期

（
２
年
）満
了
に
伴
う
正
副
議
長
選

挙
も
行
い
、
議
長
に
山
下
太た

い

三ぞ
う

議
員
、
副
議

長
に
中
野
光み

つ

博ひ
ろ

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委

員
会
の
正
副
委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
次
の
皆
さ
ん

で
す（
委
員
長
、
副
委
員
長
の
順
）。

【
総
務
文
教
】

　
濱
本
元も

と

通み
ち

議
員
、
内
倉

ち
ょ
う
ぞ
う

長
蔵
議
員

【
産
業
厚
生
】

　
坂
口
直な

お

樹き

議
員
、
原
田
達た

つ

也や

議
員

【
議
会
運
営
】

　
斎
藤
武た

け

俊と
し

議
員
、
草
木
原
由よ

し

幸ゆ
き

議
員

【
議
会
選
出
監
査
委
員
】

　
山
下
正ま

さ

敏と
し

議
員
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子ども医療費の助成対象が拡充されました
■町民課から

水
産
庁
か
ら
の
出
向
職
員
に
期
待

■
水
産
課
か
ら

髙橋智行課長補佐

（昭和49年9月生まれ、

広島県出身）

問合せ　町民課 ℡７２ ―７３００

　子ども医療費の助成対象が拡充され、0歳から15歳（中学校3年生の3月末）までの子どもの

保護者が対象となりました（保護者の住所が愛南町にあることが必要です。）。

内　容

　子どもの通院及び入院の健康保険適用の一部負担金を助成する制度です（健康保険
適用外の費用、入院中の食事代は除きます。)。
　一部負担金のうち、ほかの法令等による医療費の給付等は控除します。
　学校等におけるケガなどで、日本スポーツ振興センターの災害共済給付対象となる
ものは助成対象外です。

受給資格登録申
請に必要なもの

①健康保険証、②印鑑、③子どもが町外別居の場合は、子の属する世帯全員の住民票
※登録後「子ども医療費受給資格証」（水色）を交付します。

病院にかか
るとき

【県内受診の場合】
医療機関窓口に健康保険証と子ども医療費受給資格証を提示してください。
【県外受診の場合】
県外医療機関では、いったん窓口で医療費を支払い、後日役場の担当窓口で償還払い
の申請をしてください。※医療機関の協力により高知県の一部医療機関で受給資格証
が利用できます。医療機関の指示に従ってください。

償還払いの申請
に必要なもの

必要事項が記載された医療機関の領収書、印鑑、希望振込先の通帳の写し、健康保険
証、子ども医療費受給資格証
※償還払いの申請期限は診療の翌月から起算して6か月以内です。

届出が必要
なとき

・加入保険に変更があったとき
・住所や氏名がかわったとき
・転出するとき

注意事項
・保険者等から医療費の給付金通知があったときはお申し出ください。
・学校の寮などで住所が別になっているお子様につきましては、保護者の扶養状況に
よって、子どもの住民票がなくても該当する場合もありますので、お問い合わせください。

　
愛
南
町
は
愛
媛
県
で
２
番
目
の
水

産
物
生
産
額
を
誇
り
ま
す
が
、
加
工

へ
の
取
組
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
漁
業

者
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
で
町
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

水
産
庁
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
町
水
産
課
に
配
属
さ
れ
た
髙
橋

智と
も

行ゆ
き

課
長
補
佐
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
水
産
庁
で
は
ど
の
よ
う
な
業
務

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

Ａ
．
今
年
３
月
ま
で
は
、
鳥
取
県
に

あ
る
境
港
漁
業
調
整
事
務
所
（
水
産

庁
の
出
先
機
関
）
で
漁
業
取
締
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

で
は
、
水
産
物
の
輸
出
や
金
融
（
融

資
保
証
制
度)

な
ど
を
担
当
し
た
ほ

か
、
一
度
北
海
道
庁
へ
も
出
向
し
て

お
り
、
そ
の
際
は
漁
業
経
営
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
愛
南
町
で
の
業
務
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
愛
南
町
の
水
産
業
に
お
け
る
６

次
産
業
化
の
ほ
か
、
水
産
振
興
全
般

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
水
産
課
で
は

既
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
「
び

や
び
や
か
つ
お
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
な
ど
、
多
く

の
水
産
振
興
の
取
組
が
さ
れ
て
お

り
、大
変
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

Ｑ
．
愛
南
町
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
家
族
で
引
っ
越
し
て
き
て
２
か

月
経
ち
ま
し
た
が
、と
て
も
過
ご
し
や

す
い
で
す
ね
。
夏
が
暑
い
と
い
う
の

で
や
や
心
配
で
す
が
（
笑
）
…
。
そ
れ

と
町
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
親
切
に
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、大
変
助
か
っ
て
い

ま
す
。
あ
と
、魚
が
安
く
て
お
い
し
い

で
す
ね
（
と
は
い
え
、
実
は
自
分
で

は
魚
を
さ
ば
け
な
い
の
で
、
こ
こ
で

さ
ば
く
練
習
を
し
た
い
で
す
。）。

Ｑ
．
今
後
の
業
務
に
お
け
る
抱
負
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
愛
南
町
の
水
産
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
が
非
常
に

多
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
課
題
も
見

え
て
き
て
い
ま
す
。今
後
、こ
れ
ら
問

題
を
改
善
し
て
い
き
、
少
し
で
も
愛

南
町
の
水
産
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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町からのお知らせ

平成27年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします
■総務課から

地区名 行政協力員氏名

菊川第１ 安　達　広
ひろ

　文
ふみ

菊川第２ ○宮　下　芳
よし

　克
かつ

菊川第３ 緒　方　春
はる

　馬
ま

菊川第４ 山　本　洋
よう

　助
すけ

平　山 ○向　田　友
とも

　彦
ひこ

長　洲 ○池　田　栄
えい

　次
じ

長　崎 清　家　道
みち

　夫
お

貝　塚 藤　田　順
じゅん

  造
ぞう

八幡野 ○中　島　　 充
みつる

本　町 ○　岡　　　 勲
いさお

寺新町 宮　川　利
とし

　章
あき

栄　町 松　本　敏
とし

　秋
あき

地区名 行政協力員氏名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

馬　場  　本　久
ひさ

　典
のり

下永ノ岡 ○尾　﨑　　 弘
ひろむ

上永ノ岡 小　堀　　 孝
たかし

和口第１ ○安　藤　勝
かつ

　利
とし

和口第２ 坂　尾　英
えい

　治
じ

長月第１ 山　下　郁
いく

　男
お

長月第２ 金　原　　 徹
とおる

長月第３ 成　宮　敏
とし

　雄
お

長月第４ ○髙　橋　純
じゅん

  一
いち

節　崎 ○大　西　勝
かつ

　典
のり

馬　瀬 ○佐々木　豊
とよ

　行
ゆき

地区名 行政協力員氏名

深　泥 ○椙　山　　 力
ちから

防城成川 椙　山　　健
つよし

赤　水 武　久　正
まさ

　直
なお

高　畑 ○岡　﨑　正
まさ

　仁
ひと

尻　貝 渡　辺　綱
つな

　大
ひろ

奥の谷 濵　田　久
ひさ

　美
み

中の谷 木　村　健
けん

　一
いち

高　手 ○濵　田　雄
ゆう

　治
じ

灘　前 二　宮　　 與
あたえ

左右水 丸　田　良
よし

　孝
たか

猿　鳴 音　地　勇
いさ

　雄
お

地区名 行政協力員氏名

正　木 ○小　川　　 正
ただし

増　田 ○石　河　　 浩
ひろし

小　山 ○浅　山　　 稔
みのる

地区名 行政協力員氏名

中　川 ○山　口　哲
てつ

　生
お

広　見 ○髙　田　守
もり

　久
ひさ

上大道 ○山　下　延
のぶ

　夫
お

地区名 行政協力員氏名

満　倉 ○森　岡　知
とも

　昭
あき

一本松 ○山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員氏名

下組第一 檜　口　展
のぶ

　明
あき

下組第二 岡　原　哲
てつ

　善
よし

徳　田 清　水　　 宏
ひろし

宮　川 池　田　延
のぶ

　
しげ

本　村 大奈路　　 至
いたる

御在所 清　水　　
あきら

大駄場 岡　﨑　且
かつ

　弘
ひろ

太　田 松　本　義
よし

　員
かず

亀之串 小　松　　 力
ちから

八人組 沖　　　元
もと

　義
よし

東中屋 山　﨑　幸
ゆき

　男
お

西中屋 田　原　駒
こま

　夫
お

東中組 本　田　伸
のぶ

　宏
ひろ

中　組 船　田　一
かず

　熙
ひろ

西中組 德　原　安
やす

　喜
き

内尾串第一 増　本　　 基
もとい

内尾串第二 小　野　年
とし

　晴
はる

組　名 副行政協力員氏名

駄　場 田　中　秀
ひで

　樹
き

岡駄場 池　田　陽
よう

　一
いち

名　路 宮　本　義
よし

　丈
たけ

向　山 山　口　吉
よし

　和
かず

久保江 岡　 　　 正
ただし

東　一 野　原　啓
けい

　二
じ

東　二 宮　崎　文
ふみ

　夫
お

西　一 宮　本　一
かず

　喜
き

西　二 谷　平　貴
たか

　洋
ひろ

坪　浜 池　田　國
くに

　子
こ

西　組 和　泉　俊
しゅん

  一
いち

東部第一 岡　原　耕
こういちろう

一郎  

東部第二 倉　田　　 光
ひかる

南　部 和　田　浩
ひろ

　志
し

西　部 藤　田　正
まさ

　斗
と

北　部 大　西　友
とも

　則
のり

組　名 副行政協力員氏名

内尾串第三 増　岡　博
ひろ

　文
ふみ

広　岡 福　岡　
たか

　人
と

平　畑 宮　内　一
かず

　昭
のり

中　串 　林　　修
のぶ

　生
お

東小山 東　峯　　 章
あきら

本村第一 黒　萩　恵
けい

　二
じ

本村第二 土　幡　　 淳
すなお

坂　石 市　村　　賢
けん

新　田 二　神　紀
き く お

久雄

大　又 森　田　修
しゅう

  平
へい

影　平 　島　　逸
いつ

　雄
お

名　本 大　森　安
やす

　洋
ひろ

奈　呂 田　村　　 淳
すなお

光　野 山　本　志
し

　郎
ろう

茶　堂 吉　村　壽
とし

　泰
やす

弓　張 髙　田　照
てる

　久
ひさ

古　宅 宮　下　嘉
よし

　久
ひさ

　行政協力員及び副行政協力員は、町と町民の皆様をつなぐパイプ役を担っています。
　（○は行政協力員、それ以外の方は副行政協力員です。）　

御荘地域

一本松地域
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地区名 行政協力員氏名

網　代 ○麥　田　日
ひ で き

出輝

魚神山 ○稗　野　征
まさ

　男
お

油　袋 ○黒　田　松
まつ

太
た

郎
ろう

家　串 ○加　藤　正
まさ

　則
のり

平　碆 ○松　本　洋
よう

　司
じ

須ノ川 ○宮　川　美
よし

　泉
みつ

柏　崎 ○佐々木　　 昭
あきら

柏 ○脇　田　達
たつ

　矢
や

地区名 行政協力員氏名

越　田 池　田　　 栄
さかえ

弓　立 内　田　　 勝
まさる

小　浦 ○中　田　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

船　越 橋　岡　濟
なり

　隆
たか

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

下久家 山　下　勇
ゆう

　造
ぞう

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

小成川 小　川　一
かず

　男
お

福　浦 福　田　　 久
ひさし

麦ヶ浦 幸　田　　 均
ひとし

地区名 行政協力員氏名

武者泊 ○畑　部　又
また

　勝
かつ

外　泊 ○楠　葉　和
かず

　弘
ひろ

中　泊 吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

内　泊 　林　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員氏名

僧　都 ○山　田　正
まさ

　明
あき

山　出 ○川　越　基
もと

　広
ひろ

梶郷上 布　山　一
かず

　秀
ひで

梶郷下 松　岡　有
あり

　朋
とも

大道上 ○木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下 宮　本　秀
ひで

　樹
き

樫　床 米　澤　裕
ゆう

　二
じ

樋　口 　関　　逸
いつ

　雄
お

西　柳 松　田　昌
しょう

  治
じ

岡 斗巍下　　 優
まさる

中　緑 埜　下　裕
ひろ

　之
ゆき

当　時 増　田　東
と し お

司夫

下　緑 中　村　五
ご

　郎
ろう

左　谷 金　平　髙
たか

　文
ふみ

太　場 髙　平　龍
たつ

　宣
のぶ

豊　田 ○安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

豊田西住宅 栗　林　昭
あき

　子
こ

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

神　越 ○髙　平　幸
ゆき

　和
かず

中の谷 岡　﨑　正
まさ

　博
ひろ

鼻 西　本　　 功
いさお

下長野 ○木　口　二
じ

　朗
ろう

地区名 行政協力員氏名

石井手 ○浅　井　　 通
とおる

伊勢町 ○湯　浅　裕
ひろ

　記
ふみ

矢の町１ 片　岡　年
とし

　秀
ひで

矢の町２ ○安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 松　下　政
まさ

　史
ふみ

中町上 凝　地　郁
いく

　夫
お

中町下 ○山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 ○坂　本　一
かず

　光
みつ

後　１ 吉　水　聡
あき

　士
ひと

後　２ 尾　原　修
しゅう

  一
いち

後　３ ○安　岡　幹
みき

　雄
お

清　水 前　田　良
よし

　成
なり

沖　１ ○三　浦　文
ふみ

　憲
のり

沖　２ 松　下　　 誠
まこと

松　本 ○中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 ○三　原　英
ひで

　紀
き

鳥　越 　堀　　友
とも

　一
いち

中　原 ○山　西　　 泉
いずみ

土　居 ○中　田　浩
こう

　司
じ

三島団地 ○廣　岡　憲
のり

　彰
あき

蓮乗寺 ○藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 ○小　嶋　盾
じゅん

  二
じ

地区名 行政協力員氏名

中　玉 本　多　　 寶
たから

大　浜 　 　　一
かず

　男
お

柿ノ浦 前　田　　 浩
ひろし

敦　盛 ○氏　家　親
ちか

　裕
ひろ

岩　水 ○宇　佐　總
そう

　一
いち

垣　内 ○　濵　　良
よし

　才
き

東　浜 中　川　健
けん

　一
いち

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

奥　前 ○中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

鼻　前 實　好　信
のぶ

　房
ふさ

鯆　越 ○田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

大寿浦 ○浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

西真浦 本　多　計
かず

　清
きよ

新　浦 竹　田　武
たけ

　久
ひさ

西海地域

城辺地域

内海地域
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南
水
研
で

新
し
く
活
動
を
始
め
た

学
生
を
紹
介
し
ま
す

■
う
み
ら
い
く
愛
南
か
ら

学
生
紹
介（
敬
称
略
）

【
海
特
コ
ー
ス
３
回
生
】

小
川
隼

じ
ゅ
ん
ぺ
い平（
福
岡
県
出
身
）

　
九
州
か
ら
愛
南
町
に
来
る
た
め
に

愛
媛
大
学
を
受

験
し
ま
し
た
。

憧
れ
の
町
で
過

ご
す
２
年
間
を

と
て
も
楽
し
み

に
し
て
ま
す
。

豊
田
　
駿

し
ゅ
ん（
宇
和
島
市
出
身)

　
３
度
の
飯
よ
り
海
と
魚
と
釣
り
が

好
き
で
す
。
こ

の
気
持
ち
を
こ

れ
か
ら
の
研
究

に
活
か
し
、
愛

南
町
の
水
産
業

の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

西
中
亮り

ょ
う
た太（
西
予
市
出
身)　

実
家
が
魚
類

養
殖
及
び
活
魚

運
搬
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
愛

南
町
で
は
、
赤

潮
の
対
策
を
学

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
　
優ゆ

う

輝き

（
島
根
県
出
身)

　
魚
が
好
き
で
、
こ
の
愛
南
町
で
研

究
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
が

ん
ば
り
ま
す
。

【
海
特
コ
ー
ス
大
学
院
生
】

渡
邊
詩し

乃の

（
埼
玉
県
出
身)

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
新
し
い
環
境
の

中
で
、
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
保
全
コ
ー
ス
３
回
生
】

河
田
遼り

ょ
う
こ子（
香
川
県
出
身)

　
自
然
豊
か
な
愛
南
町
で
２
年
間
過
ご

せ
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
し

か
で
き
な
い
経

験
を
通
し
て
水

産
業
に
つ
い
て

学
び
、成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

槇
　
浩ひ

ろ

樹き

（
西
条
市
出
身)

　
南
水
研
で
は
、
様
々
な
技
術
や
知

識
を
習
得
し
、

持
続
可
能
な
水

産
業
の
構
築
に

貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し

く
願
い
し
ま
す
。

松
本
真ま

依い

（
岡
山
県
出
身)

　
愛
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
よ

り
現
場
に
近
い

環
境
で
学
べ
る

こ
と
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
貴
重

な
環
境
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
に
１
日
１
日
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
保
全
コ
ー
ス
大
学
院
生
】

リ
オ 

ア
デ
ィ
テ
ィ
ヤ 

ク
ル
ニ
ア
ワ
ン

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身)

　
水
産
養
殖
に
重
要
な
魚
類
の
免
疫

に
関
す
る
研
究

を
通
じ
て
、
祖

国
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
愛
南
町

の
水
産
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

学生たちによるカタクチイワシ採卵の様子

　
今
年
の
春
も
、
農
学
部
海
洋
生
産

科
学
特
別
コ
ー
ス
（
海
特
コ
ー
ス
）
の

３
回
生
４
人
、
大
学
院
生
１
人
と
農

学
部
生
物
環
境
保
全
学
専
門
教
育

コ
ー
ス
（
保
全
コ
ー
ス
）
の
３
回
生
３

人
、
留
学
生
１
人
が
愛
媛
大
学
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　
県
内
外
の
様
々
な
地
域
か
ら
愛
南

町
に
移
り
住
ん
で
活
動
を
始
め
た
学

生
た
ち
が
、
本
町
を
は
じ
め
と
す
る

南
予
地
域
を
舞
台
に
、
大
い
に
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で司法書士が相談を

お受けします。

※1回の相談人数は5人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　６月９日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　６月１７日（水）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

『
健
康
・
生
き
い
き
・
　
プ
ラ
ン
推
進
大
会
』
を

開
催
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

げんきくん

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

県
立
図
書
館
の
「
遠
隔
地
返
却
サ
ー
ビ
ス
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
愛
南
町
健
康
増
進

計
画
「
健
康
・
生
き
い
き
・

プ
ラ

ン
」
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
、
健

康
づ
く
り
地
区
組
織
活
動
を
地
域

に
広
げ
、
積
極
的
な
住
民
参
加
を
図

る
た
め
「
第
５
回 

健
康
・
生
き
い

き
・

プ
ラ
ン
推
進
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
27
日（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

◆
テ
ー
マ 

　
「
こ
こ
ろ
が
元
気
に 

〜
地
域
の
絆  

み
ん
な
の
笑
顔
〜
」

◆
講
演 

　
「
笑
い
の
チ
カ
ラ 

〜
笑
っ
て
イ
キ

イ
キ
健
康
ラ
イ
フ
！
〜
」

講
師
　
豊
岡
台
病
院（
新
居
浜
市
）

　
　
　
枝え

だ

廣ひ
ろ

篤あ
つ

昌ま
さ

院
長

　
　
　
高
座
名
「
芸
乃
虎
や
志
」

◆
健
康
劇

　「
こ
こ
ろ
の
風
邪
に
ご
用
心
！
」

　
劇
団
　
Ａ
Ｋ
Ｇ
２
０
１
５

問
合
せ  

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
方
に
更
新

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
18

日
（
木
）
〜
30
日
（
火
）
で
、
町
民
課
又

は
各
支
所
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
物

　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在
学
証
明

書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課

税
の
場
合
、
母
子
医
療
は
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
判

定
は
年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
規
定

に
よ
っ
て
再
計
算
す
る
た
め
、
源
泉

徴
収
票
等
で
課
税
で
あ
る
方
も
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
該
当
と
な
り
ま
す
が
、
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
更
新
手
続

き
で
な
く
新
た
に
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
収
入
や
控
除
に
増
減

が
あ
っ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
物

　
印
鑑
・
健
康
保
険
証
・
現
在
交
付

中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ 

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
遠
く
に
お
住
ま
い
の
県
民
の
皆
様

が
、
愛
媛
県
立
図
書
館
に
来
館
し

て
個
人
で
借
り
た
図
書
を
、
お
近
く

の
市
町
の
図
書
館
等
の
窓
口
に
返
却

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
遠
隔
地
返
却

サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
愛
媛
県
立
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
愛
媛
県
立
図
書
館 

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

１
４
４
１
（
代
表
）
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「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
絵
葉
書
と
ゼ
リ
ー
作
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支

え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

つ
く
る
運
動
「
認
知
症
を
知
り
地
域

を
つ
く
る
10
ヵ
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
、
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
や
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
・

手
助
け
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
は
、
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
愛
南
町
で
も
、
認
知
症
の
方
の
杖

と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
無
料
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
気
の
合
う
お

仲
間
同
士
で
の
受
講
、
職
場
研
修
の

一
環
と
し
て
の
ご
利
用
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
講
座
の
日
程
等
、
ご
要
望
に
合
わ

せ
て
調
整
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事

務
局（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
） 

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
〜
30
日

(

土
、
日
曜
日
の
場
合
は
そ
の
前
日)

の
間
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
毎
年
６
月
１

日
に
お
け
る
状
況
を
届
け
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
個
別
に
現
況
届
の
通
知

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
に
記
さ

れ
た
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
等
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者
の
方
に
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま

す
。

　
た
だ
し
、
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
対
象

と
な
る
方
に
は
児
童
手
当
の
現
況
届

と
一
体
と
な
っ
た
給
付
金
の
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
期
間
内

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
の
方
が
給
付
金
の

申
請
を
行
う
場
合
は
、
所
属
機
関
の

証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
児

童
手
当
の
現
況
届
の
際
、
申
請
書
に

所
属
機
関
の
証
明
を
受
け
た
上
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日
　
12
月
１
日（
火
）

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
「
絵
葉
書
と
ゼ
リ
ー

作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
今
が
旬
の
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
を

使
っ
た
ゼ
リ
ー
作
り
と
、
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
作
り
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
27
日（
土
） 

　
　
　
10
時
〜

場
所
　
平
城
公
民
館

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
締
切
日
　
６
月
19
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
℡
７
２
―

７
３
１
１
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〜
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
〜

特
別
弔
慰
金
が

　
　
支
給
さ
れ
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
10
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

請
求
期
間

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
対
象
と
な
る
ご
遺
族
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
先
　
保
健
福
祉
課
（
城
辺
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）及
び
各
支
所

問
合
せ 

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、「
も
し
も
」
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
「
全
額
免

除
」
と
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
残

り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
「
一
部

免
除
」
が
あ
り
ま
す
。
一
部
免
除
に

は
、４
分
の
１
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
又
は
一
部
免
除
が
承
認
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
は
、
申
請
す
る
年

度
又
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失

業
）の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外

し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
特

例
免
除
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写

し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　
平
成
27
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
27
年
７
月
分
か
ら
平
成
28

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律

が
改
正
さ
れ
て
、
２
年
１
か
月
前
の

月
分
ま
で
遡
及
し
て
免
除
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た

め
に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
等

は
、
一
度
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/
4期分

全期

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

税

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
６
月
17
日（
水
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

金
窓
口
又
は
年
金
事
務
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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新
年
度
活
動
紹
介
で
す
！

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

減
災
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
「
認
知
症
お
役
立
ち
ブ
ッ
ク
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
４
月
26
日
（
日
）
に
、
あ
い
な
ん

小
児
医
療
を
守
る
会
の
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
昨
年
度

の
活
動
報
告
や
、
意
見
交
換
と
い

う
名
の
雑
談
な
ど
気
軽
に
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
守
る
会
で
は
、
今
年
度
も
様
々

な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
５

月
は
、
新
し
く
な
っ
た
消
防
署
見

学
。
こ
れ
か
ら
の
救
急
の
中
心
と

し
て
、
消
防
署
に
は
と
て
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
主
な
活
動
と
し
て
、

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
地
域
医
療
に

つ
い
て
考
え
る
研
修
会
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
守
る

会
を
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
命
を
守
る
た
め
に
、

消
防
の
方
々
、
病
院
の
方
々
そ
れ

ぞ
れ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
町
民
が
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
考

え
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
自
分
の
身
体
を
知
る
こ

と
が
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
検
診
に
行
っ
て

み
る
こ
と
や
、
か
か
り
つ
け
医
を

つ
く
り
身
体
の
管
理
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
（
な
ん
だ
か

保
健
の
先
生
み
た
い
で
す
ね
。
）
。

こ
の
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
、

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
こ
れ
か
ら

も
守
る
会
の
中
で
学
ん
で
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
医
療
（
小
児
に
か
か
わ
ら

ず
）
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今

年
度
か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後

を
活
動
予
定
日
（
変
更
あ
り
）
と
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
遊
び
が
て

ら
「
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
」
に
来

て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
て
愛

媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
が

本
町
で
実
施
し
て
い
る
「
地
域
防
災

対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
の
一
環
で
、
災
害
対
策
の
基
本
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
防
災
マ
ッ
プ
）
の

見
方
、
利
用
方
法
な
ど
を
学
習
す
る

『
減
災
講
習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
14
日（
日
） 

　
　
　
14
時
〜
16
時

場
所
　
緑
公
民
館

※
参
加
さ
れ
る
方
は
、
各
戸
に
配
付

し
て
い
る
「
愛
南
町
総
合
防
災
マ
ッ

プ
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
、
認
知
症

に
気
付
い
た
と
き
か
ら
日
常
生
活
に

い
ろ
い
ろ
な
支
障
が
出
て
く
る
中

で
、
そ
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
医
療

や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
れ
ば
よ

い
か
を
、
標
準
的
に
わ
か
り
や
す
く

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
に
示
す

も
の
で
す
。
「
認
知
症
お
役
立
ち

ブ
ッ
ク
」
は
、
こ
の
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
を
愛
南
町
版
に
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の

「
認
知
症
お
役
立
ち
ブ
ッ
ク
」
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
支

所
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
り
ま
し
ょ
う

四
国
総
合
通
信
局
か
ら

あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

宇
和
島
保
健
所
か
ら

風
し
ん
抗
体
検
査
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

宇
和
島
保
健
所
か
ら

　
６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

で
す
。

　
不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

　
総
務
省 

四
国
総
合
通
信
局 

℡
０
８
９
―

９
３
６
―

５
０
５
５

お知らせ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、
圏
域
内
の
独
身
男
女
に
よ
り
多

く
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
「
あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。素
敵
な
出
会
い
を
探
し
に
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
20
日（
土
）　
19
時
〜（
受
付
18
時
30
分
〜
）

場
所
　
ゆ
ら
り
内
海
　
※
往
復
送
迎
あ
り

対
象
　
25
歳
〜
お
お
む
ね
40
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
宇
和
島
圏
域
内（
宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
南
町
）

に
在
住
の
方

募
集
人
数
　
男
女
各
10
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
男
性

：

４
，０
０
０
円
　

　
　
　
　
女
性

：

２
，０
０
０
円

応
募
締
切
日
　
６
月
10
日（
水
）　
※
必
着

そ
の
他
　
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ

　
大
麻
や
け
し
に
よ
る
事
件
の
発
生
は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
愛
媛
県
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
３
か

月
間
を
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
の
実
施
期
間
と
定
め
、
不
正

栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し
を
全
面
的
に
撲
滅
し
、
大
麻
・
け

し
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
不
正
な
大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
宇
和
島
保
健
所
又
は

最
寄
り
の
警
察
署
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
８
―

６
１
０
５

お知らせ

　
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
不
十
分
な
妊
婦
が
妊
娠
初
期（
20
週
頃
ま

で
）
に
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
女
性
は
妊
娠
の
前
に
風

し
ん
免
疫
を
獲
得
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
愛
媛
県
で
は
、
平
成
27
年
度
に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
医
療
機
関
に

お
い
て
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
県
内
在
住
の
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
と
同
居
す
る

方（
配
偶
者
な
ど
）

※
た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
又
は
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方
及
び
風
し
ん
に
罹
患
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

お知らせ
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「
暮
ら
し
」
や
「
仕
事
」
で
お
困
り
の
方
は
、

ま
ず
相
談
を

愛
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

野
山
に
入
る
と
き
は
マ
ダ
ニ
に
注
意

宇
和
島
保
健
所
か
ら

〜
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
〜

　
無
料
電
話
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
か
ら

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を

愛
媛
労
働
局
か
ら

　
近
年
、
生
活
困
窮
に
至
る
危
険
性
の
高
い
人
々
や
、
働
け
る
年
齢
層

を
含
む
生
活
保
護
受
給
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
愛
南
町
で
は
、

生
活
困
窮
者
が
生
活
保
護
に
至
る
前
に
早
期
に
支
援
を
行
い
、
自
立
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
愛
南
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
自
立
相
談
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
制
度
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
課
題
や
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
に
一
括
し
て
応
じ
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
行
政
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
困
り
事
や
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

し
、
一
緒
に
課
題
の
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

相
談
窓
口
　
愛
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
※
相
談
は
無
料
で
す
。

　
　
　
　
　
℡
７
０
―

１
２
３
６

対
象
　
町
内
在
住
の
方
で
、
経
済
的
な
問
題
な
ど
生
活
上
の
困
難
に
直

面
し
て
い
る
方

利
用
日
時
　
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
。
）の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

お知らせ

　
春
か
ら
秋
は
、
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
時
期
で
す
。
愛
媛
県

で
も
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
感
染
す
る
「
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群
」
の
患
者
が
20
名
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
畑
や
草
む
ら
な
ど
に
入
る
場
合
は
、
肌

を
出
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
犬
等
に
付
い
て
い
る
マ
ダ
ニ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
】

・
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
づ
い
た
ら
、
つ
ぶ
し
た
り
、
無
理
に
引
き
抜

い
た
り
せ
ず
、
医
療
機
関（
皮
膚
科
）で
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・
飼
い
犬
等
に
咬
み
つ
い
た
マ
ダ
ニ
も
素
手
で
取
り
除
か
ず
、
動
物
病

院
で
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
野
山
に
出
か
け
た
後
に
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
と
き
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

お知らせ

　
６
月
22
日（
月
）〜
28
日（
日
）の
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
に
合
わ
せ
、
い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な
ど
、子
ど
も
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
る
無
料
電
話
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
　
６
月
22
日（
月
）〜
26
日(

金
）　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　
27
日（
土
）、
28
日（
日
）　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号
　
０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
予
約
不
要
、
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局 

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ

　
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
年
度
更
新(

平
成
27
年
度
）が

始
ま
り
ま
す
。
お
早
め
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請（h

ttp
://w
w
w
.e-g
o
v
.g
o
.jp
/

）も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

手
続
期
間
　
〜
７
月
10
日（
金
）

問
合
せ

　

　
愛
媛
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２

　
宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５

お知らせ



p21 広報あいなん

カラダのはなし。

「
愛え

顔が
お

」
あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・

写
真
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

「
え
ひ
め
夢
提
案
」
制
度

　
春
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

－あいなん音故地新－
　今日は少しだけ難しい言葉が出てくるけど、中身は全然難しくないから気楽に読んでみ

てね（笑）。

　オトナの人の体には約6～7リットルの血液が流れて、60兆個の細胞を動かしてるんよ

ね。そして、この細胞たちが臓器を動かしたり、生きるために必要なものを取り込んだ

り、不要なものを体の外に出したりしながら毎日あたしたちを生かしてくれてる。…スゴ

イよね。その血液の中にも酸素を運ぶ係がいたり、敵から体を守ってくれる担当があった

りと本当に体って素晴らしくできてる。

　ある科学者が血液と同じ働きをする培養液をつくってみたけど、その培養液で人を生か

そうと思ったら20万リットル必要やったって。今あたしたちの体を流れる血液の約3万倍

の量。

　あたしたちは生かされてる。毎日毎日、あたしたちが食べる物から栄養を得て、60兆個

の細胞があたしたちを生かしてくれてる。それだけでも、

自分を大切にしていい。それだけでも、生きていく価値が

ある。って、思うんよね。生きてるって、奇跡の連続。大

事にしよう、って思うんよね。　 

（テノヒラkiku）

　
愛
と
笑
顔
が
結
ば
れ
て
生
ま
れ
た
「
愛え

顔が
お

」。
愛
媛
県
で
は
７
月
31

日（
金
）ま
で
の
間
、
愛え

顔が
お

あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
及
び
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
】

◆
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
規
定
　
日
本
語
で
８
０
０
字
以
内（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

問
合
せ

　
県
庁 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
２

【
写
真
部
門
】

◆
愛え

顔が
お

の
写
真
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
規
定
　
５
Ｍ
Ｂ
以
下
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
で
応
募
（
フ
ィ
ル
ム

の
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
も
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　（
学
）河
原
学
園
学
園
本
部
「
愛
顔
の
写
真
館
え
ひ
め
」
作
品
募
集
係

 

℡
０
８
９
―

９
４
３
―

５
３
３
３

お知らせ

　
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
し
た
い
と
き
に
、
県
の
規
制
緩

和
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
様
々
な
支
援
を
行
う
「
え
ひ
め
夢
提
案
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
〜
６
月
30
日（
火
）

応
募
方
法
　
所
定
の
「
え
ひ
め
夢
提
案
様
式
」
に
ご
記
入
の
上
、
Ｅ

メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
県
庁 

地
域
政
策
課 
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
３
５

お知らせ

kikuさんのプロフィール
　アコースティックバンド「テノ

ヒラ」のボーカルとして、東京を

拠点に全国で活躍中。城辺小～城

辺中～南宇和高校出身
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※7月の引取日は、1日、8日、15
日、29日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

福浦診療所
福浦 TEL83-0510
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（7月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（7月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（7月の収集は27日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（7月の収集は13日）

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

7月3日（金）

胃がん検診
●内泊集会所　7：00～7：30
●久家集会所　8：00～9：00

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行
された特定健診受診券と健康保険証をご持参ください。

7月2日（木）

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●栄町集会所※
　 9：30～10：30、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●久良ふるさとセンター※
　 9：30～11：00、13：30～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●愛南漁協福浦支所　
　  9：30～11：00、
　12：30～14：00
　※子宮頸がん検診は午後から

7月3日（金）

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●正木本村集会所※
　8：00～11：00

7月1日（水）

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●小成川集会所※  9：00～ 9：30
●大成川集会所※10：30～11：00
●下久家集会所※13：30～14：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●山出集会所※　8：00～9：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●僧都ふれあい交流館※　
　8：00～9：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●八幡野集会所※ 9：30～10：30
●和口第2集会所※13：30～14：30

第4回 愛南町いやしの郷
トライアスロン大会
●西海地域
   13：00～17：30

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

７月の主な行事予定
  4日（土）
  5日（日）
　〃
  9日（木）
12日（日）
18日（土）
19日（日）
　〃
22日（水）
　〃

9：30～16：30
9：30～16：00
8：30～13：00
8：30～16：00
8：50～17：00
9：00～17：00
9：00～17：00
9：00～16：00
12：30～16：00
8：50～14：30

第14回 B&G会長賞四国西南地区水泳競技会
第11回伊予・土佐親善相撲愛南大会
第11回 愛南町スポーツ少年大会ミニバス競技
第25回 南レクグラウンド・ゴルフ愛媛大会
第13回 愛南町ラケットテニス大会
愛南サッカーフェスティバル2015 小学生の部
愛南サッカーフェスティバル2015 小学生の部
第25回 愛南レクバレーボール大会
愛媛スポレク祭2015クロッケー競技愛南町予選会
第9回 南宇和郡小学校水泳競技大会

御荘B&G海洋センタープール
御荘B&G海洋センター常設土俵
城辺小学校屋内運動場
南レク城辺球場
御荘B&G海洋センター体育館ほか
南レク城辺球場ほか
南レク城辺球場ほか
御荘B&G海洋センター体育館
南レク御荘多目的広場
城辺小学校プール

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（7月の収集は7日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（7月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（7月の収集は15日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（7月の収集は21日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（7月の収集は23日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（7月の収集は1日）

●

新聞

西

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

育

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●新浦集会所※  9：30～11：00

新

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H25年9月1日～10月31日生まれ
受付時間　12：50～13：20

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●中川コミュニティーセンター※
　8：00～10：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●樫月集会所※    9：00～ 9：30
●越田集会所※  10：30～11：00
●内泊集会所※  13：30～14：00

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年3月1日～4月30日生まれ
受付時間　12：50～13：20

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●小山本村集会所※
　13：30～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中泊集会所　12：30～14：00

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●長崎集会所※ 9：30～10：30
●長洲集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●油袋漁民センター※
　 9：30～10：30
●網代集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城の辺学習館※
　 9：30～11：00、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●増田コミュニティセンター※
　 8：00～11：00、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●東海公民館中玉分館※
　13：30～14：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●須ノ川公民館※ 9：30～10：30
●平碆公民館  ※13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●東海公民館※　8：00～10：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●西海町民会館　
　 9：30～11：00、12：30～14：00
　※子宮頸がん検診は午後から

胃がん検診
●増田コミュニティーセンター
　8：00～11：00

２０１５年
平成２７年６月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●御荘支所2階　13：00～15：30

第10回 グリーンカップ
9人制女子バレーボール大会
●一本松交流促進センター
　9：00～15：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

第67回 南宇和郡
中学校総合体育大会（第2部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　8：30～16：30
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　一本松交流促進センターで「第 37 回一本松少年剣道大会」が開催されました。
　大会には中四国の小・中学生約 600 名が参加して、日頃鍛錬した「気・剣・体」を披露しました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、3位までの本町選手のみ掲載 )】

小学生個人戦

男女 1・2年生の部

女子 3・4年生の部

男子 4年生の部

剣を交えて交流を 一本松少年剣道大会
5/4

優勝 二神彰
あ き と

希翔 ( 深浦 ) 

優勝 中谷凪
な ぎ

喜 ( 深浦 )

優勝 宮﨑央
お う や

哉 ( 城辺 )

準優勝 大森伯
はく

( 城辺 )

3 位 立花暖
は る と

大 ( 城辺 )

小学生個人戦入賞者

　高知県くろしおアリーナで、四国内のスイミングクラブから約
900 名が参加して「第 41 回四国スイミングクラブ対抗水泳競技
大会」が開催されました。
　本町からは、日頃から厳しい練習に取り組んでいる B&G 愛南
スイミング選手コース在籍者のうち、標準記録を突破した 8名
が参加し、自己ベスト更新をめざして力の限り泳ぎました。
【大会の主な結果は次のとおり ( 敬称略、本町関係のみ掲載 )】

50m 自由形 年齢区分男子 13・14 歳   第 1 位 清水鼓哲 24 秒 86

100m 自由形 年齢区分男子 13・14 歳 第 1位 清水鼓哲 54 秒 37 

水泳四国大会で清水鼓
こ て つ

哲くんが2冠
5/9、10

2 冠に輝いた清水鼓哲くん

グラウンド・ゴルフで生きがいづくり
5/15 

　西瀬戸地域のグラウンド・ゴルフ愛好者約 300 名 (66 チー

ム ) が参加し、南レク城辺球場で「第 13 回西瀬戸グラウンド・

ゴルフ交流大会」が開催されました。

　予定されていた大会2日目が雨天により中止となったため

1日目の成績で順位が決定され、本町選手では、上村秀
よし の り

典さ

ん ( 城辺クラブ A) の「技能賞」第 2位が最高成績でした。

※技能賞 個人の部でホールインワンがないプレイヤーの総
スコアで順位を決めるもの

男子 5年生の部

男子 6年生の部

小学生低学年団体戦

小学生高学年団体戦

準優勝 西山 響
ひびき

( 一本松 )

3 位 安岡楓
ふ う わ

倭 ( 深浦 ) 

優勝 城辺子供剣道会

3位 南宇和剣道会 A
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　南レク城辺公園球技広場ほかで「愛南サッカーフェ
スティバル 2015( ユースの部 )」が開催されました。
　大会には南宇和高校をはじめ九州や四国の強豪校
10 チームが参加し、高校生らしいはつらつとしたプ
レーで熱戦を繰り広げました。
　5校ずつに分かれて行われた予選リーグで 3勝 1
敗とした南宇和高校は 3位決定戦にまわり、長崎総
合科学大学附属高校に 1-2 と惜敗し 4位に終わりま
した。
　優勝は大分西高校、準優勝は徳島商業高校でした。

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

サッカー王国の復活をめざして
5/3～5

1 部優勝 ヴィアンカ

熱戦 ! レクバレーボール大会
4/19

　御荘 B&G 海洋センター体育館で「第 24 回愛南レクバレーボール大会」が行われ、一般女子 1部 ( 年

齢不問 ) に 5チーム、一般女子 2部 (50 歳以上 ) に 5チームが参加して楽しくプレーしました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載）】

1部 優勝 ヴィアンカ　準優勝 クレヨン　2部 優勝 カルテット　準優勝 アイリス

クロッケーでハツラツプレー
4/23 

　南レク御荘公園多目的広場で「第 20 回き

なはいや杯クロッケー大会」が開催され、愛

南町のほか、宇和島市や鬼北町から 62 チー

ム約190名が参加して楽しく汗を流しました。

　大会では、僧都チームが優勝、灘チームが

準優勝するなど、本町勢が大活躍しました。

2 部優勝 カルテット

優勝した僧都チーム ( 右 3名 ) と準優勝の灘チーム ( 左 3名 )

　宇和島市営闘牛場特設土俵で「第9回わんぱく相撲宇和島場所」
が開催され、宇和島市や愛南町の小学生 43 名が参加して大人顔
負けの取組で会場を沸かせました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、本町選手の入賞者を掲載 )】

個人戦

1年生の部 3 位 山本文
ぶ ん た

太 ( 家串小 )

3年生の部 優勝 福原丈
じょういちろう

一朗(平城小)　準優勝 山口朔
さ く

空(僧都小) 

　　　　　3位 高魚璃
り く

空 ( 家串小 )

4 年生の部 優勝 宇野伊
い お り

央里 ( 城辺小 )　3位 高魚 涼
りょう

( 家串小 )

5 年生の部 優勝 橋本柊
と う わ

羽 ( 平城小 )　3位 菅原志
し き

紀 ( 平城小 )

団体戦

2位 愛南
※個人戦 4年生の部で優勝した宇野伊央里くん、同 5年生の部優勝の橋本柊
羽くんは、8月 2日 ( 日 ) に両国国技館 ( 東京都 ) で開催される「第 31 回わ
んぱく相撲全国大会」に出場します。

少年力士が白熱の取組
5/3

写真左から福原丈一朗くん、橋本柊羽くん、
宇野伊央里くん
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

10:00 ～ 11:30

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

11 日（木）、25 日（木）      13:00 ～ 15:00
その他の曜日はお問い合わせください。

一本松保育所

緑保育所

6 月の子育てサポートご案内

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

船越保育園

25 日 ( 木 )

9 日（火） 

5日（金）、10日（水）、19日（金）、29日
（月）は御荘夢創造館で行います。
15日（月）育児講座で、虫歯予防について
保健師さんにお話をしていただきます。

12日（金） 

『ベビーマッサージ交流』
                        10:30 ～ 11:30
対象 : 乳児親子 &妊婦 (※要予約 )

ミュージックケア

7月 4日（土） 城の辺笹まつり
※『こぶた農園』随時開催中～

　　　　  出張『わんぱく』10:00 ～ 11:30

おはな紙で遊ぼう !
場所 : 城辺保健福祉センター (※要予約 )

夕涼み会7月 4日（土） 
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ご家族等に同意をいただいております。
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オ
ー
レ
　

中
川
千
代
子

　
庭
眺
め
一ひ

と

日ひ

の
過
ぎ
ぬ
菜
種
梅
雨

宮
下
　
峰
月

　
春
の
雲
明
日
の
夢
み
て
門
出
か
な

竹
村

勝
利

御
荘
俳
句
会

　
ほ
う
た
る
を
手
放
し
闇
の
匂
ひ
け
り

　
音
も
な
く
木こ

洩も
れ

日び

跳
ね
て
滴
れ
り

加
洲
勢
津
子

　
香
煙
の
少
し
残
れ
る
夏
座
敷

　
一い

っ
て
つ徹
で
あ
り
し
夫つ

ま

の
忌
百
合
の
花

尾
崎

松
恵

　
散
る
桜
惜
し
み
て
集
め
池
の
面

　
夕
月
や
三し

ゃ

み味
の
音ね

さ
そ
ふ
小
料
理
屋

山
本

金
子

檳
榔
子

夫
の
忌
の
咲
き
き
っ
て
落
つ
白
椿

吉
田
モ
ミ
ヱ

　
目
の
前
は
う
み
う
し
の
い
る
春
の
海

吉
田
　
朝
子

　
雨
の
日
は
雨
の
粧
ひ
花
筏
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

　
葉
桜
や
触
れ
合
う
声
の
柔
ら
か
し

山
口
　
和
子

　
濃
淡
の
花
む
し
ろ
踏
み
坂
上
が
る
　
　
　
　
　
　
若
林
八
重
子

　
一
瞬
に
ひ
と
ひ
ら
頬
へ
花
吹
雪
　

山
口
　
　
菫

　
柿
若
葉
い
よ
い
よ
空
を
蔽お

お

ひ
け
り

若
山
　
節
子

　
焙ほ

う
ろ
く烙
の
黍き

び

爆
り
た
る
桜
か
な
　
　
　

濱
野
　
康
子

　
風
に
な
り
た
く
て
葉
桜
の
空
あ
ふ
ぐ

井
上

論
天

西
海
俳
句
会

　
今
年
喜
寿
海
苔
か
く
夢
を
今
も
見
る

利
根
早
智
江

　
春
愁
の
舅ち

ち

は
パ
ラ
オ
で
貝
を
と
り
　

吉
田
　
朝
子

野
菜
苗
子
に
指
示
を
し
て
未
だ
病
む

吉
田

笑
代

　
弁
当
を
開
く
春
野
に
子
等
駆
け
て

吉
田

弘
定

新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
は
こ
べ
）

　
な
が
ら
へ
て
九
十
三
の
誕
生
日
夕
餉
の
膳
に
子
等
と
つ
き
た
り
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

　
軒
下
で
羽
づ
く
ろ
い
す
る
か
羽
伸
ば
す
け
は
い
か
す
か
に
今
朝
は
雨
降
る

長
田
ハ
ル
子

　
山
間
の
棚
田
に
二
人
背
を
丸
め
田
を
な
ら
し
お
り
過
疎
の
山
里
　
　
　
　
　

西
﨑
　
文
惠

子
を
ふ
た
り
育
て
つ
つ
教
壇
に
立
ち
し
日
の
我
若
か
り
き
今
日
喜
寿
と
な
る

前
田

充

４月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

４月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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〈材料（4人分）〉
カツオ
しょうが
(カツオ下処理用 )      
酒
じゃがいも
にんじん
玉ねぎ
にんにく
しょうが
グリーンピース  
サラダ油
カレールー
(※各種メーカーに合わせ
て調整してください。)
ケチャップ
ソース
スキムミルク
はちみつ
水

愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第60 回 15

　カツオは、愛南町の「町の魚」に指定されています。春にはあっさりとした
「上りカツオ」、秋には脂ののった「戻りカツオ」と 1年に 2回の旬があり、季
節によって 2つの味を楽しめる魚です。

使用している愛南産の農水産物「カツオ」

沸騰した湯に酒とカツオを入れて下茹で
し、しょうがのしぼり汁をかけておく。
じゃがいもは角切り、にんじんはいちょう
切り、玉ねぎはくし形に切る。にんにくと
しょうがはすりおろす。
鍋に油を熱し、にんにく、しょうが、玉ね
ぎをじっくり炒める。そこににんじん、じゃ
がいもを加えて軽く炒め、水を入れる。
沸騰したらあくをとり、15分ほど煮込む。
①のカツオを加え、ルー、ケチャップ、ソー
ス、湯で溶いたスキムミルク、はちみつを
加えて10分ほど煮込む。
最後に煮たグリーンピースを散らす。

※牛肉などに比べ、塩辛くなりやすいので、
　ソースやはちみつ等でお好みの味にして
　ください。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　裏表紙を飾っている「愛なん『四季』の旬レシピ」では、毎月
地元食材を使った料理を紹介しています。今月号では、今まさに
旬を迎えたカツオを使った「愛南かつおカレー」を掲載していま
すが、編集作業中に「かつおカレー」の写真を見てぜひとも食べ
てみたくなり、休日を利用して調理に挑戦することにしました。
　この料理の主役であるカツオを購入するため町内の産直市に足
を運ぶと、刺身で食べたらさぞかしおいしいであろうカツオがた
くさん陳列されていました。このカツオをカレーの具材にすると
いう、少し贅沢かとも思えるアイデアは、愛南町ならではの発想
かもしれません。食材が豊富な愛南町で暮らす幸せをかみしめな
がらカツオを購入しました。

　イカやエビの入ったシーフードカレーはお馴染みですが、カツ
オとカレーの相性は、私には未知数でした。どんな味に仕上がる
だろうとワクワクしながらレシピどおりに調理すると、とてもお
いしく出来上がりました。主役となる、カレーの具材としてのカ
ツオの味はというと、カレーの味に負けることなくしっかりとカ
ツオの旨みを残しており、食感もとても良く、大満足です。家族
にも大変好評だったので、また「かつおカレー」を作ってみたい
と思います。
　皆さんも、ぜひ「広報あいなん」のレシピコーナーを活用して
いただき、料理のレパートリーを増やしてみませんか。

作り方

～愛なん食育レシピ集より～

①

②

③

⑥

子供た
ちの声

カツオ
がやわ

らかく
て

とても
おいし

かった
の

で、ま
た給食

に出し
て

ほしい
です。

 栄養価 (1 人分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

475kcal
16.7g
7.9g
56mg
1.8g

愛南かつおカレー

④
⑤

130g
少量

小さじ 1
140g
45g
130g
少量
少量
20g

小さじ 1
約 60g

大さじ 1
小さじ 2/3
大さじ 1
小さじ 1/2

1 と 4/5 カップ

うみらいく
キッチン!

～おさかなの
さばき方教室 ～
を開催します

カツオブルーからのお知らせ

　うみらいくキッチンでは、愛南町で獲れた新鮮な魚を
使って様々な料理教室を開催しています。
　今年度も、過去の開催で大好評だった「おさかなのさ
ばき方教室」を開催します。一匹まるまるの魚をさばき
ます !家庭でさばいて料理にだすと美味しさも倍増 !会
話もはずむ !
　魚のさばき方を知っていれば自慢できます !魚をさば
いたことのない方、この機会にぜひご参加ください。

準備物　　エプロン、三角巾
参加料　　500 円
申込み・問合せ
　　　　　うみらいく愛南 TEL73-7120

日時　　　6月 29 日（月） 10 時～13 時
内容　　　魚のさばき方講習、調理、会食
募集人員　10 人（先着順。定員になり次第締め切ります。）
場所　　　うみらいく愛南
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